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２０１０年 総会のお知らせ 
と き ５月２９日（土） 

１３：３０～１６：００ 
ところ ４中地区公民館 
   好評の日本平和委員会製作のＤＶＤ 

「どうするアンポ ～日米同盟とわたしたちの未来～」 

 ｐａｒｔⅠ（２３分）を上映します 

２０１０年平和講演会 

「核兵器のない世界へ」― いま世界は、そして私たちは － 

 お話する人 田中熙巳さん（日本被団協事務局長） 

 と き ６月６日（日）１４：３０～１６：３０ 

 ところ 土浦市民会館会議室（小ホール下） 
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活動ごよみ 
 

―憲法九条土浦の会５周年記念講演会― 

４月２５日（日）、約２００名が参加して開かれた５周年記念の講演会は、明治大学の山田朗先

生が「日露戦争と歴史の真実－「坂の上の雲」ではわからないこと―」と題して講演された。 
二百数十年に及ぶ江戸の泰平を破った明治維新から現在まで１４０年余、前半は戦争に次ぐ戦争

の時代だった。この戦争の時代の中での日露戦争の実像とその世界史的な意味について、この戦争

をめぐる複雑な国際政治の動きを豊富な資料を引用してリアルに解説しながら、大変分かりやすく

話して下さった。私にとっては久しぶりに充実した講義を聞いた大学生の気分であった。まさに、

故井上ひさしさんが言っておられたように「難しいことを易しく、易しいことを深く」話して下さ

ったと思う。 
日露戦争での「勝利」は韓国併合に直結し、その後の日本軍の戦略、戦術、用兵の基本を形成す

る上で大きな影響を与え、新興帝国主義国として中国侵略、太平洋戦争へとつながったこと。同時

に「大逆事件」にみられるように国内の批判勢力は弾圧され、他民族を抑圧する民族は自由ではあ

りえなかったこと。また、２０００万部を超えるといわれる司馬遼太郎の「坂の上の雲」の問題点

について解明されるとともに、映像技術の急速な進歩の中でフィクションと史実の区別のむつかし

さと重要さ等についても強調された。 
 講演会の後、最近の中学校社会科教科書「新編 新しい社会 歴史」（東京書籍）を見てみた。

日露戦争については２頁にわたって記述されている。戦争をめぐる列強の関係図、戦場周辺図、日

本側の戦死者と戦費のグラフ（日清戦争と対比）、ビゴー等による風刺画などをつけ、また与謝野

晶子の顔写真と反戦の詩も掲載するなど、少ないスペースで出来るだけ多面的に記述しようとして

いるように見える。しかし、大逆事件に関する記述はなく、山田先生の「日露戦争、韓国併合、大

逆事件」は一体のものとして把握すべきだという観点からは、やや不満が残る。 
 しかし、明治維新後１４０年余の後半は、まさに九条の時代。戦争の時代に逆戻りさせてはなら

ないと改めて強く感じている。（小澤） 

 

「もう基地は要らない」～普天間・辺野古～ 

      沖縄・反戦地主会弁護士 仲山忠克さんの記念講演 

 憲法フェスティバルｉｎ水戸は憲法記念日快晴の５月３日水戸市千波公園はなみずき広場にお

いておこなわれました。オープニングは水戸工業高校ブラスバンドのコンサートではじまり、沖縄

県人会の勇壮なエイサーの舞と続きました。午前中は“被爆者と語ろう”、“茨城空港と基地問題“、 
”九条の会交流会“など三々五々。午後は中央広場で仲山忠克氏の記念講演がありました。 
 仲山氏は「民主党はマニフェストに掲げた“普天間の国外移転、県外移転”に違反している。普

天間基地は国際的な約束であった“敗戦国の領土を略取しない”取り決めに違反して作られた基地

である。鳩山首相は“最低でも県外移転と再三言ってきた約束を破ろうとしている”。沖縄の海兵

隊は抑止力だと言うのは間違いだ。アメリカの戦争に協力するのは憲法違反だ。いまアジアの平和

を守るのは平和憲法を守ることが一番確かな方法だ」と訴えました 
 
 

 

５・ １ つくば地域メーデー 
５・ ３ 憲法フェスティバル（水戸市千波湖） 
５・１８ 平和の会理事会（コープ） 

５・２９ 平和の会総会（４中地区公民館） 
６・ ６ 平和講演会（土浦市民会館） 
６・１９ 県平和委大会（水戸市青少年会館） 
 


